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■小学校

■表の見方
　・平均正答率は各平均正答数を設問数で割った値の百分率です。
　・上段は令和３年度、下段は令和元年度の平均正答率です。
　　( 令和２年度の平均正答率は、コロナ禍で統一した学力調査ができなかったため記録がありません )

昨年５月 27 日に全国一斉で実施した学力・学
習状況調査の結果をお知らせします。
　学力調査の結果（平均正答率）は下記の表のと
おりです。また、レーダーチャート（円形のグラフ）
で分析した学力の概要、児童・生徒質問調査と学

国語、算数・数学の学力調査と生活・学習習慣に
関する児童・生徒質問調査、学習指導に関する学
校質問調査

〈調査の内容〉〈調査の対象〉
町内の小学校６年生　35 人（３校）
町内の中学校３年生　55 人（２校）

洞爺湖町の子どもたちの洞爺湖町の子どもたちの
　　　　　　　学力向上を目指して　　　　　　　学力向上を目指して

～令和3年度全国学力・学習状況調査の結果概要～～令和 3年度全国学力・学習状況調査の結果概要～

■問合せ■問合せ　教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）

校質問調査の特徴的内容、当町の学力向上対策の
概要も伝えています。
　町のホームページでは、これらの内容に加え、
児童・生徒質問調査、学校質問調査の全てを掲載
しています。

各平均正答率 年 国　語 算　数
全　国

（公　立）
令和３年 ６４．７ ７０．２

令和元年 ６３．８ ６６．６

北 海 道
（公　立）

令和３年 ６３ ６７

令和元年 ６３ ６４

洞爺湖町
令和３年 ５８ ６６

令和元年 ５３ ５５

各平均正答率 年 国　語 数　学
全　国

（公　立）
令和３年 ６４．６ ５７．２

令和元年 ７２．８ ５９．８

北 海 道
（公　立）

令和３年 ６５ ５６

令和元年 ７２ ５８

洞爺湖町
令和３年 ６２ ４６

令和元年 ６４ ４６

■中学校

１．各教科の平均正答率

　　学力調査の結果　　

〈回答者数〉
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教科の領域別に全国を 100 とした場合の全道と洞爺湖町の状況をレーダーチャートで示したものです。
　（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率× 100 で算出）

2. 教科全体の状況

　　児童への質問　　

町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

国語（読むこと）

算数（数と計算）

算数（測定）

算数（変化と図形）

算数（データの活用）

70.070.0

90.090.0

80.080.0

100.0100.0

110.0110.0

国語（書くこと）

傾　向
・算数の「図形」が全道
平均を上回りました。
・国語の「話すこと・聞
くこと」、算数の「数と
計算」が全道並の水準
となりました。

・算数「問題の解き方や考え方が分かるように
ノートに書いている」

書いている どちらかといえば、書いている 書いていないどちらかといえば、書いていない
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる 当てはまらないどちらかといえば、当てはまらない

・国語「目的に応じて自分の考えを話したり、必
要に応じて質問したりしている」
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・家で自分で計画を立てて勉強をしている
42.9
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28.6 22.8 22.7

・国語の勉強が好き

　　教育委員会の分析　　教育委員会の
町全体でノートの取り方などのルールについて統一

した取り組みを行いました。これにより、算数では問
題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いてい
る児童の割合が全国を上回ったと考えられます。
　国語では「主体的・対話的で深い学び」の実現のた
め授業を改善しました。この取り組みの結果、目的に
合わせて自分の考えを話したり、必要に応じて質問し

国語（話すこと・聞くこと）
■小学校

ている児童の割合と国語の勉強が好きな児童の割合が
全道、全国を上回ったと考えられます。
　また、家庭学習の手引きを作成し、保護者と家庭学
習の在り方について共通理解を深めました。自分で計
画を立てて家で勉強している児童の割合が全国、全道
を上回る成果につながりました。

算数（図形）
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①授業改善の視点や家庭学習の充実などに向けた取り組みを示した学力向上指標「スタンダード５」による町内
　共通の取り組みの徹底
②学力向上に関する先進的事例の収集と授業改善研修の推進
③町教育委員会による全国学力・学習状況調査結果の分析と各校の取り組みへのアドバイス

　　洞爺湖町の学力向上への取り組み　　

　　生徒・学校への質問　　

町内中学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

国語（読むこと）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（資料の活用）

70.070.0

90.090.0

80.080.0

100.0100.0

110.0110.0

国語（書くこと）

傾　向
・国語の「話すこと・聞
くこと」が全国、全道
平均に近くなりました。
・数学はいずれの項目も
全国、全道平均に達し
ませんでした。

〈学校〉授業の中で生徒に目標を示し、学習した内容
を授業の最後に振り返る活動を計画的に取り入れた
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25.1 23.536.4

〈生徒〉国語の勉強が好き

　　教育委員会の分析　　
町全体で「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ため授業改善に取り組んだところ、自分の考えがうま
く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫
して発表する生徒の割合が全国を上回りました。
　町内の全校で、授業の目標を生徒に示し、授業の最

国語（話すこと・聞くこと）
■中学校

後に学習した内容を振り返る活動を計画的に取り入れ
ました。この結果、国語の勉強が好きな生徒の割合が
全国・全道を上回り、数学の勉強が好きな生徒の割合
が全道を上回りました。
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発表した どちらかといえば、発表した 発表しなかったどちらかといえば、発表しなかった
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〈生徒〉自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表した
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〈生徒〉数学の勉強が好き
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